
 

 

 

 

 

 

 

                校  長 

「７月に大災害が日本を襲う」という予言により、外国人観光客が、日本への渡航を控えている

というニュースを耳にしました。予言をした人は、かつて、東日本大震災の発生を事前に自分の著

書の中で示し、的中させたのだといいます。 

数十年前にも同じような予言が世間を騒がせました。「ノストラダムスの大予言」です。予言が

記された著書には、「1999 年に人類が滅亡する」という内容とともに、過去の予言的中率は 90％以

上だという紹介もありました。その著書が出版された当時、小学生だった自分は、衝撃的な内容に

恐怖し、未来に不安を感じずにはいられませんでした。結局、予言は外れ、今に至りますが、当時

のことを思い出すといやな気もちになり、いたずらに恐怖や不安を煽ることは決してよいことでは

ないと強く思うようになりました。 

さて、今回の予言もかつての予言同様に、正直信じたくはありません。しかし、「もし発生した

ら・・・」とつい考えてしまい、「我が家の防災対策は？」とも考えるようになりました。予言を

信じる信じないは本人の自由であり、そもそも未来の出来事なので、可能性はゼロでないにせよ、

科学的根拠に弱い上、時期を限定した未来の自然災害の予想的中率は、限りなく低いのではないか

と思います。過剰に信じるつもりはありません。ただ、自分自身に対して残念に思うことは、地震

大国の日本に住みながら、まして、中越地震を体験した身でありながら、知らず知らずのうちに防

災への意識が薄れ、今回の予言騒動？がきっかけとなって、あらためて「災害への備え」に目が向

いたということです。みなさんはいかがですか。災害への備え

は大丈夫ですか。 

６月 18 日（水）に防災をテーマにした学習参観を実施しま

した。１～３年生は各教室で災害とその発生時の対応を学び、

４～６年生は、ＮＰＯ法人うおぬま防災ネットワークさんを指

導者に迎え、段ボール簡易ベッ

ドの設置や手作り担架等につい

て、保護者といっしょに体験を

通して学びました。簡易ベッド

は思いのほか頑丈であること

や、毛布と竹竿があれば簡単に

担架をつくることができることを知り、参加した多くの人が、もし

避難所生活を余儀なくされたら、今回学んだことを役立ててみたい

という感想をもつことできました。 

毎学期実施している避難訓練と

同様に、今回のような学習は、今

後も続けていきたいと思っています。繰り返し実施し、防災への

意識を常に刺激し、もしもの事態に対応できる実践力を育成・維

持することはとても大切であると思っています。（自戒もこめて） 

体に感じない地震を含めると、日本はほぼ毎日揺れています。

「南海トラフ地震」は、科学的根拠に基づき、今後 30 年内の発生

確率が 80％との報道もあります。「自分は大丈夫だ」「まさかすぐ

には発生しないだろう」などという考えを極力抑え、「災害への備

え」をしっかりと整え、予言の有無に関係なく、防災への意識を

いつも高く保ちたいものです。 
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【遠足に行ってきました】 

 

【修学旅行に行ってきました】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８日（金）児童朝会 

２１日（月）［祝］海の日 

２３日（水）～２５日（金） 

個別懇談・個別水泳指導［該当者］・短縮５限授業 

２８日（月）期末大清掃・授業５限(～29日) 

３０日（水）期末大清掃・授業４限 

３１日（木）１学期終業式・授業４限 

３日（木）５年尾瀬学習（～４日） 

７日（月）家庭学習強調週間（～13日） 

あいさつ運動（～11日）・地域子ども会 

１０日（木）クラブ 

１４日（月）全校国語テスト   

１５日（火）全校算数テスト 

１７日（木）委員会 

 

気温が上がらず、ほどよく風も吹き、全体を通し
て気持ちよく歩を進めることができたのではない
かと思います。みんな大きなけがもなく無事に学校
に戻ることができました。事前に下草刈りをしてく
ださった伊米ヶ崎地域の皆様、引率補助の保護者ボ
ランティアの皆様、ご協力ありがとうございまし
た。心に残るすてきな思い出ができました。 

６年生は、６月９・１０日に、世界遺産登録となった「佐渡」へ行ってきました。同じ新潟県でも、山
に囲まれた魚沼とは違った景観や歴史をもつ佐渡は、子どもたちにとって未知であり、すべての体験に価
値があります。砂金とり体験や海釣り体験、たらい舟、佐渡金山見学、トキの森公園見学など、佐渡の文
化や歴史、自然に直接触れながら、佐渡の観光名所を巡り、楽しく学習することがでました。あっという
間の１泊２日でした。 

＜7月の主な予定＞ 

６月５日（木）、延期になっていた１～４年生の遠足がありました。予報どおり、当日は、朝から素晴ら

しい天気に恵まれ、気温もあまり上がらず、絶好の遠足日和となりました。１・２年生は小出にある「響

きの森公園」を、３・４年生は「板木城跡」を目指して学校をそれぞれ出発しました。 

３・４年生は、山登りです。板木城跡まで

続く山道を根気よく歩きました。板木城跡の

ある山頂の標高は、それほど高くはありませ

んが、前半は、息が切れるほどの急な上りの

連続で、景色をゆったり眺める余裕を与えて

くれません。大人でもなかなか厳しい山道で

した。しかし、子どもたちは、しっかりとし

た足取りで力強く歩き、初夏の自然を肌で感

じながら最後まで登りきりました。 

板木城跡の下に広がる魚沼市を眺めなが

ら食べるお弁当の味は最高でした。 

１・２年生は、わりと
平坦な道が多く、交通
ルールを守りながらひ
たすら歩きました。途
中、板木集落センター
で休憩し、友達や先生、
ボランティアの保護者
の方とお話をしなが
ら、楽しく元気に歩く
ことができました。公
園に着くと、おいしい
お弁当を食べたり、い
ろいろな遊具で遊んだ
りして楽しく過ごしま
した。 


